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は じ め に
1978年末 に開かれた中国共産党第11回3中総会で,中 国共産党は鎖国政策を
改めて積極的に西側の先進技術 を取 り入れ ようとす る開放政策を打 ち出 した。
この方針転換 は第二次世界大戦後,冷 淡であ った中国 と西側 との経済関係 を活
性化 に導いてい くものであるが,常 に中国の影 に存在 している香港に も少なか
らぬ影響 を与 えた.と りわけ酒 側 の国 として中国に最 も近い位置 にある香港
は中国 との経済関係が1950年代以来の低迷か ら一気 に脱 出 し,中 国 ・香港 間の
貿易量は急速 に増加 した。香港 はい ま中国が開放政策 を推進 してい く上で欠か
す こ とので きない存在で あ り,中 国の開放政策を前進 ・拡 大させ る原動力であ
る。そのため,こ れまでの香港 ・中国研究で は,香 港の中国の経済発展 に与 え
た影響な どについて多 くの研究が行われ たが,中 国の開放政策の香港経済 に与
えた影響 に.ついての研究 は筆者 の知 る限 りでは,ほ とんど見当た らないの力現
状であろ う.し か し,中 国が香港の最大の貿昂相手国潰 本投資先 とな・た今
は沖 国の緻 斉政策が醗 緻 斉にも大 きな影響 を与 えることは容易に考 えられ
るところである。 とりわけ,中 国の対香港 の輸 出増加,香 港資本の中国へ の進
出 ・中国への工場移転,香 港の中国 をめ ぐる中継貿易業務の増加,中 国資本の
香港進出な どはいずれ も香港経済に少なか らぬ影響 を与えるであろう。これ ら
の動 きの影響 を最 轍 感 に受,けるの膿 造業をは じめ とす る雇用の変化で ある
と思われ る。 そ こで,本 稿 は香港の雇用構造の変化 に分析の重点 をお き,中 国
の開放政策の香港経済 に与えた影響の一端を明 らかに して行 きたい。
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1香 港の産業発展
1香 港 の産業発展の略史
中継貿易港 として植民地の幕 を開けた香港は,1950年代半ば まで,製 造業の
大半が港湾機能を補助す る貿易関連業種 であ った。すなわち,造 船や船舶修理
や ロー プ業や精糖業や缶詰業 などで あった。第一次世界大戦後,紡 織業 をはじ
め,ゴ ム靴や琺瑯鉄器,魔 法瓶製造 など多数の新業種が生まれてきたが,そ の
規模が小 さ く,製 品のほ とん どがいわゆる雑貨類の ものであ った。
香港工業化の本格的始動 は中華 人民共和国の成立 と深 く関わ っている。1951
年の国連 の対中国貿易禁止令 によって最大の中継貿易相手国中国を失ったこと
で,香 港の貿易業者は新たな輸出方法,市 場 の開拓 に一生懸命であ った。それ
と前後 して,中 国で共産党政権が樹立 し,上 海か らの大量の資本,技 術者,労
働 力が流入 して きた。 この運命的 とも言 え る二 つの出来事 は香港 の工業化 の
きっか けを造 った。さらに,工 業化の背景には,1950年代初め,東 南 アジアの
香港製 品に対す る需要が存在 していたことも工業化 の要 因として見過 ご しては
な らないD。上海か ら流入 してきた資本 は主 として紡織業に投下 されたが,そ
の一工場当 りの平均雇用者数 も投資額 もこれ まで の香港の製造業のなかでかつ
て見 られなか った大規模 の ものであ った。横山昭市氏の研究によれぽ,1962年
の綿紡 業の一工場 当 りの平均雇 用者数,投 資額41551人,1060万香港 ドルで
あ った。同 じ年の製造業全業種 の一工場当 りの平均雇用者数,投 資額は僅か37
人,27万香港 ドルに過 ぎなか った のであ る21。しか し,香 港の華 人資本の大部
ユ)こ れまでの香港の工業化の研究において,工 業化の要因として,中 国市場の喪失 と上海資本,
技術,労 働力の流入が強調されるのみで,当 時の東南アジア諸国の香港製品に対する高い需要が








分を占めてい るのは,広 東資本であ り,そ の特徴 は中小零細企業が多 く,商 業
資本的性格が強い。つ ま り,広東資本の多 くはあま り長期投資をせず,で きる
だ け回収期間の短い業種 に投資 を集 中す る傾向があ る。 その結果,香 港 の製造
業 は消費財生産業桂 に集中 し,中 で は繊維産業(ア パ レルを含む)が 特 に大 き
なウエイ トを占めている。香港製造業の一つの特徴 は輸出 ブー ム製品が続 出し
て産業の発展 を牽引 していた ことである。その代表的なブーム製品 として1960
年代の プラスチ ック造花(い わゆるホンコン ・フラワー),1970年代のかつ ら,
ベ トナム戦争 の特需品であ るゴム靴 などが挙 げ られ る。製造業の業種構成 の変
遷 を雇用者数で見 ると,ア パ レル業 は1960年代以降一貫 して トップの座を守 り
続けてい る。 プラスチ ック業 は1960年代 に,玩 具業 は1960年代後半か ら1970年
代前半 にかけて.エ レク トロニクス産業 は1970年代か らそれぞれ大 き く成長 し
ていた。輸出の拡大 を通 じて成長 してきた香港 の製造業は海外市場への依存度
が極めて高い。産業構造を反映 してその主要 な輸出品はや は り繊維製品をは じ
め消費財がほ とん どで,し か も労働集約 的製品が多い。
2開 放政策直前(1970年代後半)の 香港経済情勢
地場製品輸出の順調 な拡大 をバ ックに,香 港経済は高い成長率を維持 して発
展 して きたが,1970年代終わ り頃になって,香 港経済はい くつかの困難な状況
に直面 した。 その第1は,海 外市場 の変化 であ る。海外市場 において低価格 に
よって一貫 して競争 の優 勢 に立 っていた 香港 は,韓 国 をは じめ とす る他 の
NIE,の追い上げで,次 第にその優勢を失 いつつあ る一方,他 方では,世 界的
に貿易保護主義が高 ま り,香港 の主要地場輸 出先であ るアメリカ,ヨ ーロ ッパ
諸国においては,香 港 製品に対す る規制が一段 と厳 しくなった3〕。そ のため,
海外市場は香港に とって大変不利 な状況 になってい る。その第2は,賃 金水準
3)1974年}・国際繊維取決め(MultiFib・eA・ang・m・・略 称MFA>醗 効 した・この鰍 めは
従来のLTAに 代わ るもので,新 たに毛製品と化合繊綴 品が捌 品目に加えられた・綿製品か
ら両製品に比重を移すことで成長を維持 していた香港にとって大きな打撃であった。
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の急 上昇 に よ る輸 出 の価格 競 争 力低 下で あ る。 これ まで経 済成 長 を 支 え てい た
の は地場 輸 出で あ った。 その地場 輸 出の競 争力 は主 と して二 つ の要 素か らな っ
て い る と患 わ れ る。市 場 のニ ー ズに対 して,敏 速 に,小 ロ ッ ト,短 い納 期 で確
実 に対 応 で きる優 れ た マ ーケ テ ィン グカ と,豊 富 で廉価 な労働 力 に支 え られ た
低価 格 で あ る。 しか し,1970年代 後半か ら,経 済成 長 の結 果,国 民所 得 が 上が
り,急 速 な イ ンフ レ もあ って賃 金 は急騰 して きた 。1980年の 名 目賃 金 は1975年
に較べ て約2倍 も上 昇 した。 実 質賃 金 も4割 ぐ らい 上が って い る。 労働 生 産性
との 関係 で み る と,1971年を100とした1976年と1980年の労 働 生 産 性 はそ れ ぞ
れ133.8と158.4であ った 。他 方,1971年を100とした1976年と1980年の 実 質賃
金 指数 はそれ ぞれ97.6と122.2であ った4,。つ ま り,1970年代 前 半で は,労 働生
産 性 の大幅 の上昇 に対 して,実 質 賃金 は ほ とん ど上 が らなか った。 そ の結 果,
香 港製 品 の価 格競 争 力 は 大 き く上 昇 した 。 しか し,1970年代 後 半で は,労 働 生
産 性 は相変 わ らず 大 き く上 昇 した ものの,実 質賃 金 もほ とん ど変わ らな い幅 の
上 昇が あ った ため に,香 港 製 品 の価格 競 争力 が(他 のNIEsの 価格 競争 力 を考
慮 に入れ れ ば)む しろ大 き く低 下 した と言 え よ う。 賃金 の急 上 昇 は経 済 成長 要
因 の ほか に,労 働 力 不足 も大 き な寄 与 要 因 で あ る。 香 港 の 人 口構 造 が す で に
「つ り鐘 」 型 とな り,人 口 の 自然 増加 の減 少 とあ い ま って,中 国か らの非 合 法
流 入 者 に対 す る香港 政 庁 の厳 しい措 置 は労働 力 供給 不足,賃 金 の上 昇 に拍 車 を
か け る こ とに な った5】。 と りわ け,製 造 業 の 労働 力不 足 が最 も深 刻 で あ った。
1980年代 に入 って,香 港 の失 業率 は3%前 後で 推移 してい て,1970年代 にあ っ
た失 業 の 問題 が な くな り,む しろ労働 力 不足 の時代 に突入 しよ うと して い る と
言 え よ う。
総 じて,賃 金 の急上 昇,潜 在 的 な労働 力 不足 は香 港 の輸 出製 品の コス ト上昇.
4)デ ータはHongKongMonthlyDigestofStatisticsによるものである。
5)1980年代に入って,香 港の人口の自然増加率 は1%を 割った。さらに,香 港政庁の人口流入に
対す る厳 しい制限措置で社会増加率 も大幅に減少 し,両者を合わした香港の人口増加率が1%を
やっと超えている状態である。中国から香港への人口流入については,筆者 の 「香港の人口流入
とその要因」『アジア経済』 アジア経済研究所(未 発表)を 参照されたい。
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をもたらして香港製品の価格競争力 を弱 めた。地場輸出の成長 を維持 して行 く
ため には,香 港経済 は産業構造 の高度化 を,香 港 の製造業は製 品の コス ト削 減
もしくは製品の高付加価値化 を迫 られ ることにな ったが,そ こで起 こった 中国
の開放政策への方針転換 は,香 港経済の発農 に新たな道を開いた。
1開 放政策と香港経済
1開 放政策 と港中経済関係
1979年に中国は経済改革 ・開放政策を打 ち出 したが,開 放政策の中心課題 は
商品輸出の拡大,先 進技術 の導入および外資の利用な どであろ う。 これ らの課
題のすべてに とって,香 港はいずれ も重要 な役割 を果た している。中継貿易時
代 には香港は中国対外貿易の玄 関口として無 くてはならない存在であ った こと
はい うまで もないが,加 工貿易時代 に入 ってか らも,香 港 は中国の最 大の輸出
市場であ り,外 貨の収入源であ った。1978年の中国の輸 出総額が97.45億米 ド
ルで あったが,香 港 向けの輸出は25.32億米 ドルで,全 体の約26%を占めてい
た。外貨収入 についてはA.J.Youngson氏の試算 によれ ば,1978年の中国 の
外 貨総収入 の32%は香港 によって もたされた ものであ る%し か し,こ の時期
の港 中経 済関係 は重要性か ら言 って中国対 外貿易の香 港への一 方的 な依存で
あ ったのに過 ぎなか った。つ ま り,香 港側か らみた対 中貿易 は生活必需品の輸
入を除けば,重 要性が極めて乏 しか った。 中国が 開放 政策へ方針転換す る直前
の1977年の香港の中国か らの輸入額,中 国への地場製品輸出額,中 国への再輸
出額はそれぞれ8,082百万,31百万,175百万香港 ドル,当 年の香港貿易額全体
に占める割 合はそれぞれ16.6%,0.1%,1.8%であ った71。ところで,中 国の
開放政策の実施 とともに,中 国の香 港貿易における重要性 は輸入,輸 出.再 輸
出貿易全般 にわた って急速 に上昇 した。中国は輸 入相手国 としてだ けで な く,
6>小 林 進 「香 港 と中 国 ・一 つ の 国 家 二 つ の 制 度 』 ア ジ ア 経 済 研 究 所,1991年,119ペー ジ よ り
引 用 。 デ ー タ の 出 典 は,A.J.Youngson,ed.ChinaandHongKong:TheEconomicNexus,
HongKong,OxfordUniv.Press,1983.
7>特 に指 定 して い な け れ ば,貿 易 デ ー タの 出 所 は す べ て 香 港 政 庁 の 貿 易統 計 か ら の もの で あ る。
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再輸 出先 と して の地 位 も1978年の16位か ら1979年の6位 に躍 進 し,1980年に 日
本を抜 い て トップの座 を奪 還 した 。 同様 に,香 港 に と って,中 国 は香 港 の地 場
輸出 先 と して も無 くて はな らな い存在 とな った 。1978年に香港 の 地場 輸 出市 場
の 中 で,37位 に留 ま って い た 中 国 は1979年に15位,1980年に8位,そ して,
1984年には アメ リカ に継 い で堂 々 と第2位 に躍 進 した。
開放 政 策 実施 後 の港 中経 済 関係 の変 化 の 中で,上 述 した貿 易関係 の再 緊密 化
は さ る こ となが ら,最 も劇 的な 変化 は資 本 の相 互 進 出で あ ろ う。 と りわ け,香
港 は常 に外 国の対 中 国 直接 投 資 の先 導役,主 役 の役割 を果 た してい る。1979年
一一1982年の 間 に外 国 資 本の 対 中国 直接投 資 総 額 は55.4億米 ドルで あ った が,そ
の うち,香 港資 本 の投 資額 は36.8億米 ドルで全体 の66.4%を占 めて いた 。投 資
件 数で 見 て も,1983年で は,外 国資 本 の対 中投 資 総 件 数 は638件で あ ったが,
香港 資 本 の投 資件 数 は は482件で,全 体 の75.5%を占めて い た%こ うして毎 年,
香 港 か らた くさん の資 本進 出が あ る一 方,他 方で は,中 国資 本 も毎 年 大 量 に香
港 へ 進 出 して い る。1979年に は数 十社 しか なか った香 港で の 中国 企業 は現在 約
】000社に増 え て い る。 中国 の対香 港投 資 額 は 累計 で780億香 港 ドルに達 し,ア
メ リカ,日 本 を抜 いて最 大 の対 香 港投 資 国 とな って い る9,。
1988年に 中国 の 「沿 海 地 域経 済 発 展 戦 略」1D〕が 発 表 されて か ら,港 中経 済 関
係 の 新 た な動 き と して,香 港 と中 国 と りわ け香港 に隣 接す る広 東 省 を中心 に,
委託 加 工が 急速 に増加 した 。香 港 政庁 の統 計 に よれ ば,1990年に委 託加 工 関 連
の 中 国 へ の輸 出総 額 は91,914百万 香 港 ドル,そ の うち,香 港 の地 場 輸 出額 は
36,418百万 ドルで,再 輸 出額 は55,496百万香 港 ドルで あ った。 そ して,同 年 の









託加 工 関 連 の輸 出総額,地 場輸 出額,再 輸 出額,輸 人総 額 はそれ ぞ れ 同年 の 中
国 との取 引 総額 の58%,79%,50.3%,61.8%を占め てい たm。 上記 の数 字 が
示 してい る ように,1980年代終 わ り頃か ら,香 港 ・中 国貿易 は従 来 の単 純 な 商
品輸 出入 か ら,分 業 ・協 力 関係 を加 えた複 合 型貿 易体 に変 わ った と言 え よ う。
ユ990年の香 港 ・中国 間 の主要 な委 託加 工輸 入品 は アパ レル ・服 飾 品,映 像 ・音
響 機 器,電 機 ・同部 品,玩 具 ・ス ポー ツ用 品な どで あ った 。 これ らの商 品 は い
ずれ も香 港 の主要 な地 場輸 出品で あ る。 そ のた め,委 託 加工 貿 易 の香 港 の製造
業 に与 えた影響 は大 きいで あ ろ う。
紙 幅 の制 約 で,中 国 の開放政 策 実施 後 の 中国 ・香 港 の経 済 関係 の変化 につ い
て,極 め て要約 的 な考 察 しかで きな か ったが,こ れ まで 見 て きた よ うに,明 ら
か に,中 国 の 開放 政 策 は商 品 貿 易(加 工貿 易 を含 め て),資 本 投 資 な どを通 じ
て香 港経 済 に多大 な影響 を与 えてい た と言 え よ う。 以下,そ う した影 響 が と り
わ け香港 の製造 業 の雇 用 に どの よ うな変化 を もた ら したか,に つ い て分析 して
み よ う。
2産 業 ・雇 用 の構 造 変 化
香 港 経 済 の構 造転換 は既 に1970年代 に入 ってか ら始 ま って い る。製 造業 の 国
内 総 生 産 〔GDP)に占め る比 率 は1970年の3ユ%か ら持 続 的 に下 降 し続 け て,
1982年に は,21%と な った互2;。それ に対 し,第 三次 産業 の 占 め る比率 は60%か
ら65%に 上 昇 し,金 融 ・保 険 ・不 動 産 ・商 業 に関 して は,1970年の15%か ら
198ユ年 の24%に大 幅 に増 加 した 。雇 用 の面 で も,製 造 業 は依然 最 大 の比率 を 占
めて い なが ら,そ の比 率 が次 第 に減 少 し始 め,1971年の47%か ら1981年の41%
に低 下 した 。雇 用者 数 は1980年代 初 め まで に増加 し続 けてい たが,1980年代 に
入 ってか ら,雇 用者 数 の増 加 は頭打 ち にな り,1980年代 後半 か らは雇用 者 数 も
1])HongKongMonthlyDigestofStatistics,Sep.1991.
12)こ の 節 で 使 わ れ た デ ー タ は 特 に 指 定 さ れ な け れ ば,HongKongMonthlyDigestofStatistics
か ら の も の で あ る 。
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つ い減少 に転 じた。 香港 の製造 業 は雇用 の面 で は確 実 に斜 陽産 業 に な り
,香 港
経 済 の ソフ ト化,サ ー ビス化 傾 向 は ます ます強 ま って,構 造転 換 が進 んで い く
と言 えよ う。 こ うした香港 経 済 の構 造 転 換 に中 国 の改革 ・開放 政 策 は いか な る
影響 を与 え た ので あ ろ うか 。次 に,製 造 業業種 別 雇 用 の面か ら もう少 し詳 し く
検 討 す る こと に しよ う。
3製 造業業種別雇用変化
中国が改革 ・開放政策 に踏み切った1970年代終わ りか ら1980年代は じめ にか
けて,香 港の製造業雇用者数の増加 に加速の傾向が見 られた。 と くに,1977年
～1980年の三年間に実に15万人の雇用増が あった。 しか し,そ の後,製 造業の
雇用者総 数は横ばい ない し低下傾向 に入 り,さ らに,1985年以 降,中 国への直
接投資 の拡大,委 託加工 の急増 によって,香 港の製造業 の雇用 は明 らかな減少
傾 向を示 し始めた。香港経済における製造業雇用 ウエイ トの減少は1970年か ら
は じまったが,そ れは,サ ー ビス産業の増大による相対 的減少 に過 ぎなか った。
しか し,1980年後半以降,製 造業雇用は絶対数 において も減少 し始め,相 対 的
減少速度 を一段 と速めて,香 港経済は新たな局面 を迎えた と言 えよ う。
製造業 とい って も,様 々な業種があって,業 種によって,そ の変化傾向 も中
国の開放政策か ら受けた影響度 も時期 も異な るものであろう。 そこで,香 港の
製造業業種別雇用 デー タを もとに,香 港の製造業の業種を以下の グルー プに分
けて,そ れぞれの雇用者数の変化の特徴 を分析 してみよう。
第1グ ルー プは1980前後の年を ピークに,雇 用者数は多少 の変動 があ って も
基本的にはそれまでの増加傾向か ら減少傾向に変わ って,ピ ラミッ ド形の雇用
曲線 を描いた業種であ る。 このよ うな特徴 を もっているのは以下の7業 種であ
る。図(1)を参照 されたい。す なわ ち,
革製品,た だ し,.履物及 び衣料 を除 く。(1970年半ば に入 って減少 していた
雇用者数は1977年から1980年に駆 けて急増加 し.1980年以降再び急減 しは じめ,
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出 所:HongKongMonthlyDigestofStatistics
革産業は香港の製造業の中で既 に18世紀末 ごろか らあった古 い歴 史のあ る産業
であ る。 しか も,皮 革産業 は香港の製造業の中で数少 ない地場消費中心産業で
ある。つ ま り,皮革産業の製品は主 として香港 の履物産業をは じめ地場産業 の
加工材料 として消費される。1972年の地場消費 と輸出の比率は713で あ った。
しか し,皮 革産業は水,空 気汚染 を起 こしやすいため,た びたび香港政庁の厳
しい制限を受けていた。 このため,香 港の皮革企業の多 くは市の中心部か ら外
れた ところに移転を迫 られた。
基本金属(1970年代 初めから増加傾向を維持 して きたが,1980年を期 に一転
して急減 に変わ った。1983年になって急減状態か ら横ばいな状態 にな ったが,
1987年か ら再び急減状態 となった)。香港 の鉄鋼業は既 に第二次世界大戦以前
にあ ったが,大 きく発展 しは じめたのは,第 二次世界大戦後である。東南アジ
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アをはじめ,填 外需要の増加 によって輸 出が大 き く増えた。
木製品,た だ し,家 具を除 く。(1975年以来緩やかに上昇 し続けていたが,
1979年を期 に急減 に転 じた)
家具,た だ し,金 属製 を除 く。(1980年を分岐点 にそれ までの急増 か ら急減
状態に変わ った)。香港 の家具産業 は歴 史が古 く,製 品の種 類が きわ めて豊富
で,デ ザ インにフ レッシュな ものが多い。 このため,ア メリカを中心 に輸出が
きわめて盛 んであ る。 しか し,香 港の家具産業は家族経営 的な企業が多い。そ
の特徴 は企業規模 が小 さ く,販 売店 と工場が一軒の家 に同居 す るものが多い こ
とである。家具の生産 には比較的の空間 を大量に必要 とす るために
,地 価 の高
い香港では,家 具産業を取 り巻 く環境がたいへ ん厳 しい と言 えよう。
金属 製品,た だ し,機 械 ・設備 を除 く。(1979年を分 岐点 に増加か ら減少 に
変わ ったが,そ の減少 は離々畑の状 態 を成 してい る)。金属製品産 業は きわめ
て多種多様 な業種が含 まれている。 しか も,香 港の地場輸出の中で重要 な役割
を果た してい るの にも関わ らず,こ れ とい った代表 的製品 もな く,常 に変化 し
ている。1980年代 の最大 の業種 は時計バ ン ド産業であるが,に もかかわ らず,
企業社 数にせ よ,雇 用者数 のせ よ,い ずれ も金属製品産業全体 の一割未満であ
る。
輸送機械(1970年代後半か ら増加傾向に転 じた雇用 は1982年に ピークに達 し
た後,再 び減少 して1985年以降は横 ばい状態 になってい る)。輸送機械 のなか
で,造 船,船 の修理 ・解体産業は香港 の最 も.古い産業の一つであ る。 しか し,
その中心業務内容 はあ くまで も修理 ・整備作 業であ る。 これは他 の輸送機械業
種 にも共通の特徴である。
科 学 ・光学(1980年を期 に増加 か ら減少 に転 じた)。この産業 の最大 の製品
は電子時計であ る。電子時計 の生産は1970年代 に入ってからの新規産業であ る
とは言え,1978年に日本を抜いて世界 の最大 の電子時計輸出国 とな って早 くも
香港 の地場輸出 を支 える基幹産業の一つ となった。 しか し,香港親時計 は低価
格の ものが多 く,高 まってい く賃金 コス トを前 に電子時計産業は製品の高付加
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価 値 時計 へ の シ フ トを迫 られ て い る。
第2グ ルー プの業 種 は1980年前 後 まで増 加 し続 けて いた が,そ の後,す ぐ一
本 調 子 の減 少 を見せ ず,何 年 間 の増減 を繰 り返 しなが ら高 い雇 用 水準 を維 持 し
て いた時 期 を経 て,1987年を前 後 に一 本調 子 の急 減 傾 向 に変わ る もので あ る。
この グル ー プに分類 され た ものが 五つ あ り,富 士 山型 と特 徴 付 け られ て い る。
図(2)を参照 され たい 。
アパ レル,た だ し,履 物 を 除 く。(1970年代 に入 って増 加 し続 け て いた 雇 用
は1976年以 降増 減 を繰 り返 しなが ら伸 び悩 んで いた 。 そ して,1986年以 降急 速
に減 少 し始 め た)。最 初 の アパ レル企業 が 設立 され たの は,1934年で あ ったが,
香 港 の アパ レル産業 が本 格 的発 展 を遂 げ は じめ たの は1950年代 後半 に入 ってか
らで あ った。1973年以降香 港 は一貫 して世 界最 大 の も し くは二番 目に大 きい ア
パ レル製 品の 輸 出基地 の地位 を維持 してい る。 今 日も,幾 分 の衰 退 が あ った の
図2製 造業業種第2グ ループ
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に もかか わ らず,ア パ レル産 業 は生 産 の面 で も,雇 用 の面 で も,地 場 輸 出 の面
で も,い ず れ も香 港製 造業 の最大 の業種 として香 港 の経 済発 展 に貢 献 して い る。
そ の アパ レル産業 の企 業 の8割 が華僑 資 本 の 出資 で あ り,そ の ほ とん ど は中小
零細企 業 で あ る。 ア メ リカ資 本 を は じめ とす る外 国資本 の出資 会社 は全 体 の一
割 強 しか 占め てい ないが,一 般 的 に投資 額 が大 き く,企 業 規模 も大 きい 。香 港
アパ レル製 品 の最 大 の輸 出先 はア メ リカで あ り,そ の次 は ヨー ロ ッパで あ る。
しか し,1970年代 に入 って外 国 か らの繊 維 製品 の輸 出規 制 が 日を増 して 厳 しく
な る一方 で,韓 国,台 湾 をは じめ他 のNIEsの 追 い上 げ に も会 い,大 変 厳 しい
状 況 に置 か れ てい る と言 えよ う。
履 物,た だ し,ゴ ム,プ ラスチ ック及 び木 製 を除 く。(1970年代 に入 って伸
び悩 んでい た 雇用 者 数 は1978年か ら1981年にか けて急増 加 して上昇 して,そ の
後,変 動 しなが ら1987年まで 横 ば い な状 態 を概 ね維 持 してい たが,1987年か ら
横 ば い 状 態 か ら急 減 傾 向 に変 わ った)。 履 物 は 材 料 に よって ゴ ム 製,プ ラス
チ ック製,木 製,布 製,皮 革 製 な どに分 け られ るが,こ こで取 り扱 われ るの は
布 製 と皮 革 製 の もの だ けで あ り,そ の 中心 が皮 革 製履物 で あ る。 皮革 製 履物 産
業 は比 較的 に歴 史 の古 い産業 で あ り,大 企 業か ら中小 零細 企 業 まで 存在 して い
る。一 般 的 に,大,中 企 業 は工 程全 般 に機 械が 導 入 され て生 産性 も高 い。 これ
に対 して,小,零 細 企業 は依 然 機械 化 レベ ルが低 く,し か も,香 港 には 」`山塞
式"と 呼 ば れ る家族 経 営 を基 本 とす る企 業 が 多 く存 在 して お り,,そ の なか に
は,未 登録 で 統計 に入 ってい ない もの も多い 。
非 金属 鉱 物,た だ し,石 油,石 炭 製 品 を除 く。(1970年代 後 半 か ら.ヒ昇 を続
けて いたが,1979年以 降変動 しなが ら横 ばい の 水準 を維持 して いた が,1987年
か ら再 び減 少 傾 向 に転 じた)。 ガ ラス産 業 は そ の 中心 的存 在 で あ るが,プ ラス
チ ック製 品 の発展 で,多 くの ガラ ス製品 が プ ラス チ ック製 品 に よ って代 替 され,
さ らに,工 場 用地 が比 較 的 に多 く要 し,高 温 な ど生 産環 境が 悪 く熟 練工 が 育 ち
に く く,人 員 不足 のた め,産 業全 体 を取 り巻 く環 境 が大 変厳 しい。
電 気機 械 。(1981年まで 急 速 に増加 し,そ の後,激 しい変 動 が あ った ものの
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1987年まで に高 水 準 を維 持 して い たが,1987年以 降減 少 す る一 方で あ る)。電
子 ・電 気 産業 は アパ レル産 業 に次 ぐ香 港 の二 番 目の地 場 輸 出産 業 で あ る。電 子
産業 が 本格 的 に発展 期 に入 ったの4M50年 代 以 降で あ る。 そ の き っか けは 日本
の電 気 ・電 子 部 品 の輸 出解 禁で あ った。香 港 は 日本か ら部 品 を輸 入 して ラ ジオ
に組 み 立 て るの が その始 ま りで あ った。 その 後,香 港 の電気 ・電子 産 業 は常 に
世界 の最新 技術 の進 歩 に敏 感 に反応 して次 々 と新 しい製 品 を生 産 してい た。 い
ま,電 気 ・電子 産業 は香 港 の製 造業 を支 え る最 も成長 性 のあ る業 種 とな って い
る。
プ ラスチ ック。(1970年代 初 めの 減 少傾 向 は1974年以 降増 加 に 変わ り,1979
年 ～1986年の 間,増 減 を繰 り返 しなが ら雇 用 水準 を維 持 して い たが,1986年以
降,急 減傾 向が 続 いて い る)。1960年代 に香 港 企 業 は プ ラスチ ック ・フ ラ ワー
を生 産 して あ っ とい う間に香 港 フ ラワー の名 を世 界 に広 げて 大 き く成長 した 。
そ の後1970年代 で は,プ ラ スチ ック玩 具 が プ ラス チ ック産 業 の主 力 製 品 に 変
わ った 。 プ ラス チ ック産業 は1970年代後 半 か ら幾 分 の低 迷 が あ った ものの,い
ま もな お香 港 の主要 な製造 業 種 の一つ で あ り,香 港 の 地場輸 出 を支 えて い る輸
出主 力 産業 で あ る。
第3グ ル ー プは多 少 の増 減 の変 動が あ って も,い ず れ も基 本 的 に は,1980年
代 末 まで右 上 が りの増 加 傾 向 を維持 し続 けた もの で あ る。 図(3)を参 照 され た
い。 しか し,1990年を前 後 に減 少 に転 じた グ ルー プ と依 然 増 加 し続 け る2グ
ルー プ に細 分化 され た。前 者 とな った の は次 の4業種 で あ る。
1飲料。小量 の輸入を除けば,香 港で消費 される飲料 は基本的に地場で生産 さ
れ る。香港の飲料 水工業の発展 は1846年に遡 ることがで きる。第二次世界大戦
後,人 口の急増の よる需要の拡大 と生産設備 の自動化 によるコス トダウンな ど
に支 え られて香港 の飲料水工業 は絶えず成長 を続 けていた。
化学。化学製品ばいわば他 の工業 とりわけ香港 の場合 はプラスチ ック,玩 具,
染色工業のための原材料生産であ る。その用途はきわ めて幅広い ものであ り,

































その市場 は今で もなお拡大す る用地がある。そのため,こ れか らも増大 してい
くことが予想 され るで あろう。
機械,た だ し,電 機 を除 く。香港の機械製造工業 の歴史は きわめて古いが,
第二次世界大戦前 まで は,主 として機械の整備,修 理に従事 していた。戦後,
香港の工業か の進展 に伴 っ℃ 特 に,紡 績工業,プ ラスチ ック工業 の飛躍的発
展は香港機械工業 の発展 のチ ャンスを もた らした。現在,香 港で生産され る主
力機械は各種 プラスチ ック関連機械であ るが,各 種工作機械や印刷機械や メリ
ヤ ス機 などの機械 も生産 されてい る。生産 された機械の7割ぐらいが地場 産業
用であ る。 なお,多 くの機械工場は同時にプラスチ ック,玩 具,金 属製 品工場
のために各種の鋳型 も多 く加工 してい る。
紙製 品。香港の紙製 品産業の主力製品が各種包装用箱であ る。 アパ レル製品
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を は じめ 多 くの消 費 財 を輸 出 してい る香 港 に と って包装 用 箱 の需要 は きわ め て
大 きい。
1990年以 降 も雇用 者数 が 増.加し続 け るの は次 の3業 種 で あ る。
食 品。 香 港 の食 品工業 の歴 史 は きわ めて古 い 。 しか も,第 二次 世 界大 戦 後,
華 僑 の交 流 セ ン ター,中 国文 化 と りわ け 中国食 文化 の対外 発信 地,シ ンボ ル と
して香 港 の食 品工業 の発展 余 地 を大 き く広 げてい た 。
印刷 。 香 港 は世 界 の情 報 セ ンター の一 つ で あ るか ら,出 版 産業 が きわ めて発
達 して い る。交 通 ・通信 の便 な どを利用 して香 港 以外 の 出版 物 の印刷 も多 数取
り扱 って い る。 従 って,香 港 の 印刷 産業 は国 内消 費 産業で あ る と同時 に,輸 出
産業 で もあ る。
タバ コ。外 国 の タバ コ に抑 え られ て地 場 銘柄 の タバ コは きわ め て少 ない。 し
か し,中 国の 開放 ・改革 に伴 って紅 双 喜,良 友 とい った地場 銘柄 の対 中 国輸 出
が急 速 に延 びて い る。
第4グ ルー プは以 上 の三つ の グ ルー プの いず れ に も属 さな い業種 で あ る。 し
か し,こ の グ ルー プ は共 通 の特 徴 を有 せ ず,「 その 他」 とい うべ き もので あ る。
図(4)を 参照 された い 。 この グルー プ に3業 種 が あ る。
石油 製 品(1970年代 に入 って緩や か な 増加 が1977年か ら急激 な増 加 に変わ り,
1982年を ピー ク として 大幅 に減 少 したの ち,1986年以 降再 び増 加傾 向 を見せ て
い る)。
ゴ ム製 品(一 貫 して急 激 な.減少 傾 向 が続 い てい る)。 ゴ ム産 業 の主 要 な製 品
は ゴ ム製 履物 で あ る。1960年代 は じめ に輸 出需 要 の急増 に よ って香港 の ゴ ム製
.
1
履物産業 は急速 に拡大を見せていた。そのため,香 港のゴム産業製品のほとん
どが輸 出され ていた。 しか し,1960年代後半か らの世界不況,さ らに韓国,台
湾の低賃金を武器に した追い上げにあ って,1960年代後半か ら全ての面 におい
て香港 のゴム産業は下降 してい く一方であ る。いまの香港 のゴム製履物産業 に
は中小零細企業 しか残 っていない状 況であ る。




























































(個別 ス ケー ル)
出所:HongKongMonthlyDigestofStatistics
い う紡 織 産 業 は紡績 染色 仕 上 げ,織 物 等 の業種 を含 んで い る。 まず,紡 績 産
業 は第 二次 世 界大 戦 後,上 海 か ら移 転 して きた企 業 を中心 に栄 えた新 興 産業 の
ひ とつ で あ った。 紡績 産業 は1970年代 初 め に発展 の ピー クを記録 した後.先 進
諸 国 の相次 ぐ紡織 繊 維 輸入 制限 措 置 と後進 国 の追 い上 げで,1970年代 半 ば ごろ
か ら次 第 に下 降 の道 を辿 り始 めた 。織 物 産業 も紡 績 産業 と同様 に外 国 の輸 入 制
限 と後進 国 の追 い 上 げで苦 境 に落 ちい って いたが,近 年 最新 式 の編 み 機等 ハ イ
テ ク を利 用 して,製 品 の高 付 加価 値化 の努力 によ って そ の下 降傾 向 に幾 分 の歯
止 め をか け る こ とがで きた とい え よ う。染 色 ・仕 上 げ産業 は常 に最新 的 技術 を
導入 して世 界 の トップ ・レベ ルの技 術 を維 持 して い る結果,安 定 した発 展 を維
持 してい る。 こ う して 業種 に分 けて み る と,紡 績 が大 き く落 ち込 んで い るの に
対 して,染 色 ・仕上 げ は順 調 に伸 びてい る。
中 国か らの影 響 は常 に相 反 す る二 つ の方 向 の もので あ る。.一つ は,中 国 の改
香港経済と中国の開放政策(143)143
革 ・開放政策 によって中国国内経済が活性化 して需要が増大 して香港か らの輸
入が増加 したことか ら生 じる香 港製造業雇用への プラスの影響であ る。 中国側
が改革 ・開放政策 を実施 したばか りの頃に,貿易管理体制の混乱か ら消費財 を
大量 に輸入 したことは,そ の代表的な事例である。我々は,改革 ・開放政策初
期 に香港 にもた らした この需要の拡大を改革 ・開放特需効果 と呼ぶ ことにす る。
中国か らの影響 の もう一つ は,改 革 ・開放の結果,中 国の競争力が高 ま り,加
えて中国へ の直接投資,委 託加工で中国で生産される製品の輸出か ら生 じた香
港製造業雇用へのマイナスの影響であ り,こ れを中国による代替効果 と定義 し
よ う。現段階で,前 者の影響は相対的 に短期的,突 発的な ものであるのに対 し
て,後 者の影響 は長期的,恒 常的な ものであ ると言えよう。従って,製 造業に
限 って見た場合 は,中 国か らの影響は総合 して香 港製造業雇用 の減少 を もた ら
す もので あると言えよ う。 しか し,香 港経済全体 からみた場合 は,果 してマイ
ナスの影響が大 きいのか,プ ラスの影響が大 きいのか を一概 に断定 し難 いので
はなか ろうか。近年,雇 用が著 しく増加 した業種の うち,貿 易,金 融,旅 行な
ど中国関連の業種が多い ことは,中 国の改革 ・開放 は香港の雇用 に対 して,必
ず しもマイナスの影響だけでな く,香港に雇用創 出の効果 もか な り大 きい もの
であ ると言 えよう。
製造業の雇用の減少 とは裏腹 に,サ ー ビス産業の雇用が増加 し続 けてい る。
その うち,増 加が 目立 ったのは貿易,金 融,保 険,ホ テル,レ ス トラン,小 売,





これまで検討 してきたよ うに,中 国の開放政策 は香港経 済に多大 な影響 を与
え,大 きな変化を もた した。貿易の面で は,再 輸出の増加 によ り,地 場輸 出の
輸 出全体 に占める割合が大 きく減少 し,対 中国貿易 の重要性が増 した ことによ
り,地場輸出のアメ リカ市場 に対す る依存度が若干低下 した。 さらに,近 年,
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中国 の珠江 流 域 を中心 に委 託加工 貿 易 が行 わ れ,そ の ウエ イ トは ます ます増 大
す る傾 向 に あ る。産業 構 造 の面で は,1970年代 に入 って 起 こ り始 め た製 造 業 の
GDP,雇 用 等 の面 にお け る シェ ア低 下 は一 段 と加 速 し,な お これ か ら も続 く
見込 み であ る。 このた め,香 港経 済 にお ける金融 ,貿 易,サ ー ビスな どの 第三
次 産 業 の ウエ イ トが 強 まって,経 済構 造 のサ ー ビス化 ,ソ フ ト化 が一層 顕著 化
となる。当の製造業についてい えば,食 品,飲 料,印 刷 など幾つかの業種 を除
けば,雇 用 は全般 に大幅に減少 し,委 託加工貿易 をは じめ,工 場 の中国移転,
中国での分工場 の建設 など様々な形で生産拠点を中国に移動 して,産 業の空洞
化が起 こ りつつ ある13】。香港 は輸 出加工 セ ンターか らオペ レー シ ョン ・セ ン
ターへ とその役割 を急速 に変えつつある。 このように,中 国の開放政策は実 に
香港経 済の様々な面 に影響 を与 えていると言 えよう。上述 した種 々の変化 を一
言 に要約すれば,そ れ は香港経済の対 中国経済へ の依存度の向上 と中国経済 と
の分業構造の形成 の二点である,と 言 えよ う。
40年前(1951年),国連 の対 中国貿易 禁止令 に よって,香 港 は中国市場 を
失 って経済発展 の方向転換が行われた。 これ をきっかけに香港は中国か ら流入
して きた低賃金労働力,資 本,技術 を利用 して,地 場産業 を発展 させ,地 場輸
出を増や した ことによって,産 業の転換(工 業化 ・製造業の発展)に 成功 し,
NIEsの一員 となった。 この地場産業の発展 ・地場輸 出の成長は同時 に中国経
済か らの自立を意味す るものであった。 しか し,四 十年後,中 国の改革 ・開放
に よ って,香 港 は鷲 易 ,資 本,生 産 な どの面 で再 び中 国 との経 済 関係 を強 め た。
言い替えれば,1950年代半ば以降の加工貿易の発展によって,い ったん中国経
済の影か ら抜け出 したかに見えた香港経済は,再 び大 き く中国経済の影 を被 る
形 とな って しま った。 中国経済 との再結合は香港経済の発展に新たな活路を も
た らした同時に,良 くも悪 くも,香 港経済 は再び中国の変化一喜一憂 し,大 き
13)委託加工貿易 に見 られたように,中 国の輸出の多 くは香港を経由 している。そのため,確 実に
香港に付加価値 を落 としている。従って,香 港の産業の空洞化があ りえない,と いう上記の説が
あるが,そ れは論点のす り替えではなかろうか,と 思われ る。
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く反応せ ざるをえな くな った。1989年の天安 門事件の時,香 港 の株式 の一時的
暴落,最 近の株式の急騰 のいずれ も香港経済 と中国 との結合の強さ及 びその リ
スクをマイナスとプラスの両方か ら語 った ものであろ う。 これ まで香港はアジ
アの金融 センターの一つ に成長 した要因 として,フ リー ・ポー ト(自由港)で
あ ることと,政 治が安定 していた ことが挙げ られ るが,当 面,後 者 は大 きく揺
さぶ られ るごとになった といえ よう。
今 日の香港製造業企業の中国への移転 は中国の改革 ・開放政策 と香港地場輸
出製品の コス ト上昇 とい うプル要 因 とプ ッシュ要因の両方 によ るものであ る。
コス トの上昇に伴 う労働 集約的製品の輸出競争力低下は1980年代 に入 って アジ
アNIEs諸国の共通課題であ った。韓国は自動車産業,台 湾はコ ンピュー タ産
業,シ ンガポールはサー ビス産業,情 報 産業 を育成するこ とによって産業構造
の高度化 ・高付加価値化 を図って輸 出競争力,経 済発展 を維持 してい る。つ ま
り,これ らの国々は一部 の労働集約 的産業の企業の海外移転がある ものの,輸
出競争力の維持は基本 的には労働集約的産業か ら資本集約 的産業への資本 の国
内での移動 によって実現 されている。それに対 して,香 港 は豊富 な低賃金労働
力 を抱 え る中国 と隣接す る とい う地理 的利便性 に加 えて,改 革 ・開放 政策に
よって香港資 本が それ を利用す る ことがで きるよ うにな った ことは香港 に
NIEsの他 の国々 と違 う輸 出競争 力の維持方 法を選ばせ ることになった。すな
わ ち,香 港 は労働集約 的産業を低労賃の中国へ移転する ことによって実質的に
製品のコス トを削減 した ことにな り,輸 出競争力 をある程度維持す ることがで
きたわ けであ る。つま.り,香港の製造業 にはほ とん ど製品の高付加価値化が見
られていないのである。 このことは,い まの ところ香港の経済発展 を支 えてい
るが,長 期的に考える時,い くつかの問題点があ るように思われる。
香港 の製造業は消費財を中心 に労働集約的業種 に集中 している。労働集約的
産業か ら資本集約 的産業への転換が大量の資本投資 を伴 うことは言 うまで もな
い。中国へ の製造業企業の移転 は産業資本の域外流出であ るか ら,香 港 自身の
製造業の高度化の資金を奪いかねないであろう。製造業は一貫 して戦後(正 確
146(746)第151巻 筆1・2・3号
的 に は1950年代半 ば以 降 〉 の香 港 の経 済成 長,雇 用 吸収 を支 えて きた 。 しか し,
製造 業 の技術 集約 的業 種 へ の転換 な しに は香 港 の産 業空 洞化 は避 け られ な い も
の とな り,や がて 製造 業 は香 港 か ら消 え てい く恐 れ が無 きに し もあ らず で あ る。
前述 した よ うに,香 港 の地 場 産 業が これ まで成 長 を持続 で きた の は製 品 の低
価 格 の ほか に,市 場 の ニー ズの 変化 に敏 感 に対 応 して製 品 を変 える こ とで あ っ
=
た。 つ ま り,そ の 間,香 港 に は絶 え ず ブー ム製 品 を生 産 して きた。 そ う した
ブ ー ム製 品 が 生 まれ る背 景 に は,」`レー セ ・フェー ル"(laissez-faire>政策 の
も とで,容 易 に企業 を設立 も しくは解散 して,資 本 は諸業 種 の 問で頻 繁 に移動
が で きた の で あ る。 しか し,中 国 に移転 した企 業 は 今度 中国 の法律 に従 って経
営 を行 わ な けれ ば な らな いの で あ る。現 段 階で は,中 国で の 企業 の解 散 は多 く
の法律 問題 が ある ため,簡 単 に は行 われ ないので あ る。
製造 業 の 中 国移 転 に よ って もた され る雇用 の減 少 な どマ イナ スの部 分 を補 う
もの と して期 待 され て い るの は金 融,貿 易,サ ー ビスな ど第三 次産 業 の 発展 で
あ る。 前述 の雇用 デー タを見 る限 り,こ れ らの部 門の雇 用 は確 か に大 き く増 加
した。 しか し,注 意 す べ きな の は,そ う した雇用 増 加が すべ て地場 資 本 の投 下
に よって もた らされ る もの で は なか った こ とで あ る。改 革 ・開放政 策 の進 展 に
伴 って,元 来香 港 にあ った 中 国銀行,華 潤公 司,据 苗局 な どの 中国 大 陸資 本 は
活 発 に投 資 活動 を行 い は じめ,そ れ に加 え て中国 大 陸か ら大 量 の企 業 ・出先機
関 が新 設 され た。 こ う した 中 国資 本 の進 出が結 果 的 に第 三次 産 業雇 用 の大 幅 の
増加 につ なが った わ けで あ り,当 の地場 資本 が成 長 した どこ ろか,経 営 危 機で
中 国資 本 に合併 され た もの は少 な くはな い。
改 革 ・開放 によ って もた され た変 化 は 決 して影 ば か りで は ない。 そ れ は,香
港 に対 して 多 くの 貿易 チ ャンス を もた ら し,香 港 の アジ ア金 融 セ ンター と して
の地位 を よ り強固 な もの に し,1980年代 の経 済成 長 を支 えて きた と言 え よ う。
な に よ りも香港 経 済 に新 た な発 展可 能性 を もた ら した こ とは大 きい ので はなか
ろ うか 。 つ ま り,こ れ まで香 港 はNIEsの 一 員で あ りな が ら,経 済 の主体 が低
加 工度 の労働 集 約 的製 品 を 中心 とす る加 工貿 易 で あ り,し か も,零 細 企 業 が圧
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倒 的 に多 く,政 府 は経 済 に対 して ほ とん ど自由放 任 的で あ った。 ところで,近
年 の香 港 企 業 の 中国進 出 は香 港 の製造 業 を土 地,労 働力 の制約 か ら開放 し,初
め て製 造業 の 中か ら大企 業が 生 まれ て くる可 能性 が 開 けて きた とい えよ う。香
港経 済 はい ま小 さ なポ リス ・エ コ ノ ミー(都 市 国 家)の 枠 を超 えて,人 口6900
万 人,面 積17.8万平 方 キ ロ メー トル,国 民総 生 産(GNP)1000億米 ドル以 上
を もつ ブ ロ ック ・エ コ ノ ミー(広 域 経 済 圏)と して の広 が りを もった,新 しい
発 展段 階 を迎 え た とい え よ う。
